
善意に感謝 東日本大震災発生の翌日から市に寄せられた義援金の総額は、９月19日現在、41,094,695円です。 福祉総務課☎70・5613善意に感謝 東日本大震災発生の翌日から市に寄せられた義援金の総額は、５月23日現在、43,22,9805円です。 福祉総務課☎70・5613

７
つ
の
目
標　

実
施
率

７
つ
の
目
標　

実
施
率
7878
％％

市職員市職員
（行政・建築・土木・保育士）募集（行政・建築・土木・保育士）募集

　

５
月
16
日
、
市
議
会
臨
時
会
が

開
か
れ
、
議
長
に
綱
嶋
洋
一
氏

（
44
）、
副
議
長
に
笠
間
善
晴
氏

（
64
）が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

議
会
選
出
監
査
委
員
に
は
松
澤

堅
二
氏（
56
）の
選
任
が
同
意
さ

れ
、
各
委
員
会
の
正
副
委
員
長
に

は
次
の
方
々
が
選
ば
れ
ま
し
た

（
◎
印
は
委
員
長
、
○
印
は
副
委

員
長
）。

　

▼
議
会
運
営
委
員
会　

◎
山
田

晴
義
氏
○
松
本
春
男
氏
▼
総
務
教

育
常
任
委
員
会　

◎
出
口
け
い
子

氏
○
橘
川
佳
彦
氏
▼
市
民
福
祉
常

任
委
員
会　

◎
増
田
淳
一
郎
氏
○

佐
竹
百
里
氏
▼
経
済
建
設
常
任
委

員
会　

◎
安
藤
多
恵
子
氏
○
武
藤

俊
宏
氏
▼
基
地
対
策
特
別
委
員
会

　

◎
比
留
川
政
彦
氏
○
井
上
賢
二

氏
▼
議
会
報
編
集
委
員
会　

◎
笠

間
昇
氏
○
内
山
恵
子
氏

　

議
会
事
務
局
☎
70
・
５
６
４

３
。

た
が
、
こ
の
う
ち

６
件
が
○
に
な
り

ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市

役
所
２
階
情
報
公

開
コ
ー
ナ
ー
で
閲

覧
で
き
ま
す
。

　

企
画
課
☎

70
・
５
６
３
５
。

　

23
年
度
末
ま
で
に
、
市
長
が
掲

げ
る
「
７
つ
の
目
標
（
46
項
目
の

挑
戦
）」
を
78
％
実
施
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
22
年
度
末
の
実

施
率
65
％
に
対
し
、
13
％
増
え
ま

し
た
。

　

○
は
実
施
し
今
後
も
継
続
す
る

も
の
、
△
は
着
手
し
て
い
る
が
完

了
し
て
い
な
い
も
の
、
×
は
検
討

し
た
が
実
施
で
き
な
い
も
の
で

す
。
22
年
度
末
は
△
が
16
件
で
し

　

市
で
は
、
18
〜
27
年
度
を
計
画

期
間
と
す
る
行
政
改
革
大
綱
と
、

そ
の
行
動
計
画
で
あ
る
「
あ
や
せ

集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、

行
政
運
営
か
ら
行
政
経
営
へ
の
移

行
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

同
プ
ラ
ン
で
は
21
年
度
末
ま
で

の
４
年
間
を
第
１
期
と
し
、職
員
・

組
織
・
行
政
シ
ス
テ
ム
の
三
つ
の

改
革
と
、
市
民
と
行
政
の
新
し
い

関
係
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

第
２
期
で
は
22
年
度
か
ら
の
３

年
間
を
成
長
期
間
と
し
て
位
置
付

け
、
行
政
経
営
へ
の
移
行
を
さ
ら

に
推
し
進
め
て
い
ま
す
。
第
１
期

の
取
り
組
み
の
充
実
・
拡
大
を
基

本
に
、
人
材
育
成
の
取
り
組
み
を

強
化
し
、
職
員
の
資
質
と
変
革
意

欲
を
高
め
、
改
革
目
標
の
達
成
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

目　　標 46の挑戦
項目数

実施状況（件数）
実施率

○ △ ×

１ 人の和を拡げる（市民が主役） ３ ３ ０ ０ 100％

２ まちの力を再生させる
（都市機能の再構築と産業の活性化） 11 ９ ２ ０ 82％

３ 緑のまちを育てていく
（緑の創出と保全及び環境ごみ対策の前進） ６ ４ ２ ０ 67％

４ 人に優しいまちづくり
（快適で安全安心な都市生活） ６ ４ ２ ０ 67％

５ 生きる力を育てる
（教育文化の充実を目指す） ８ ６ ２ ０ 75％

６ 一人ひとりを幸せにする
（健康と生きがいのシステム） ５ ４ １ ０ 80％

７ 持続可能な都市経営
（自立した基礎自治体としての行政経営） ７ ６ １ ０ 86％

合　　計
36 10 ０

78％
78％ 22％ ０％

2323
年
度
の
行
革
効
果

年
度
の
行
革
効
果

23
年
度
の
実
績

　

全
体
の
行
政
改
革
効
果
は
、
民

間
委
託
化
な
ど
に
よ
る
４
０
０
１

万
円
の
経
費
削
減
、
有
料
広
告
な

ど
新
し
い
財
源
の
確
保
や
未
利
用

地
売
却
な
ど
に
よ
る
１
億
３
４
６

１
万
円
の
増
収
で
す
。

行
政
評
価
に
よ
る
改
善

　

行
政
評
価
制
度
（
事
務
事
業
評

価
制
度
）
は
、
市
民
の
視
点
に
立

ち
、
効
率
的
な
行
政
経
営
の
推
進

を
目
的
に
、
事
務
事
業
の
改
善
を

進
め
て
い
く
仕
組
み
で
す
。
職
員

に
よ
る
評
価
に
加
え
、
市
民
が
評

価
す
る
外
部
評
価
委
員
会
も
設
置

し
て
い
ま
す
。

　

23
年
度
は
34
事
業
を
対
象
に
３

段
階
で
評
価
し
ま
し
た（
図
参
照)

。

こ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
事
業
改
善

な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

外
部
評
価
の
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
（
一
部
抜
粋
）。

●
任
意
事
業
費
（
配
食
サ
ー
ビ
ス

事
業
運
営
委
託
）

　

昼
食
だ
け
で
な
く
、
夕
食
や
療

養
食
へ
の
対
応
な
ど
、
利
用
者
の

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
選
択
可
能
で

き
め
細
や
か
な
対
応
を
検
討
す
る
。

●
な
ん
で
も
健
康
相
談
事
業

　

相
談
業
務
の
位
置
付
け
を
明
確

に
し
、
類
似
事
業
と
の
整
合
性
を

図
る
。

　

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

市
役
所
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
で
閲

覧
で
き
ま
す
。

　

行
政
管
理
課
☎
70
・
５
６
５

７
。

　▶試験区分など　表のとおり▶第１次試験日　７月22
日(日)〔育児休業代替任期付職員は７月12日(木)〕▶会
場　市役所会議室など▶採用予定人数　各区分若干名▶
▷期間　６月６日～29日（必着）▷方法　市ホームペ

ージから電子申請、簡易書留か直接▶受験案内・申込書
配布　職員課（土・日曜日は市民課）、スポーツセンター、
中央公民館、各地区センター、寺尾いずみ会館、南部ふ
れあい会館、図書館（市ホームページからダウンロード
可）▶その他　詳しくは受験案内参照▶ 　職員課☎
70・5607

試験区分・レベル 受験資格 採用予定時期

行政
（大学卒程度）

昭和57年４月２日～平成３年
４月１日生まれ

来年４月以降
（最終学校を
既に卒業した
方は今年10月
以降の採用も
あり）

建築
（大学卒程度）

昭和54年４月２日以降に生ま
れ、学校教育法に規定する大
学の建築に関する学部・学科
を卒業したか、来年３月卒業見
込みか同等の知識を有する

土木
（大学卒程度）

昭和54年４月２日以降に生ま
れ、学校教育法に規定する大
学の土木に関する学部・学科
を卒業したか、来年３月卒業見
込みか同等の知識を有する

育児休業
代替任期
付職員

保育士 資格を有する（年齢要件なし、
定年60歳）

職員の育児休
業の取得状況
に応じて

１次評価
（自己評価）

34事業の必要性、有効
性などを踏まえ、評価

課
長
評
価

部
長
評
価

外部評価
（市民評価）

６事業を市民の視点で
評価

外部評価委員会

２次評価
（全庁評価）

庁内評価委員会

３事業を横断的な観点
で客観的に評価

第
２
期
集
中
改
革
プ
ラ
ン

議
長
に

議
長
に

  

綱
嶋
洋
一
氏

綱
嶋
洋
一
氏

副
議
長
に

副
議
長
に

  

笠
間
善
晴
氏

笠
間
善
晴
氏笠間善晴氏 綱嶋洋一氏
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